
　
佐
渡
市
と
相
模
女
子
大
学
（
神
奈
川
県
）

は
、
相
互
に
協
力
し
、
地
域
の
発
展
と
人
材
の

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
７
月

３
日
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
佐
渡
市
と
大
学
の
包
括
連
携
協
定
は
、
新

潟
大
学
、
東
京
農
業
大
学
に
次
い
で
３
校
目

で
す
。

　
相
模
女
子
大
学
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
高

千
地
区
に
お
い
て
、
学
生
が
地
域
行
事
に
参

加
す
る
な
ど
に
よ
り
、
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
は
、
佐
渡
市
が
行
っ
た
女

子
大
生
に
よ
る
着
地
型
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
発
表

会
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
佐
渡
観
光
の
活
性

化
に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
女
子
大
学
と
し
て
の
特
色
を
生

か
し
な
が
ら
、
相
互
に
協
力
し
て
地
域
発
展

に
つ
な
げ
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
島
内
の
各
種
製
造
業
の
研

究
・
技
術
開
発
を
支
援
す
る
た
め
「
佐

渡
産
業
創
造
塾
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
「
佐
渡
産
業
創
造
塾
」
は
、
企

業
経
営
者
な
ど
で
つ
く
る
「
島
の
応
援

団
」
推
進
委
員
会
の
提
案
事
業
（
※
）

の
ひ
と
つ
で
、
今
年
度
は
10
回
の
開
校

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
島
内
各
種
製
造
業
の
社
員
を
対
象

に
、
技
術
力
の
向
上
や
新
規
事
業
開
拓

へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
よ
う
、
新
潟
大
学

を
は
じ
め
県
内
の
各
研
究
機
関
か
ら
講

師
を
招
き
、
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

　
６
月
28
日
に
開
か
れ
た
第
２
回
佐
渡
産
業

創
造
塾
に
は
、
約
50
名
が
参
加
。
新
潟
大
学

の
田
中
眞
人
名
誉
教
授
が
「
マ
イ
ク
ロ
カ
プ

セ
ル
開
発
の
現
状
と
付
加
価
値
素
材
製
造
へ

の
応
用
」
、
尾
田
雅
文
教
授
が
「
も
の
づ
く

り
講
座 

安
全
の
規
格
と
考
え
方 

そ
の
２
」

と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
製
造
可
能
な
マ
イ

ク
ロ
カ
プ
セ
ル
の
材
質
や
種
類
、
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
佐
渡
産
業
創
造
塾
」
で
は
、
島
内
製
造

業
の
研
究
開
発
型
企
業
へ
の
脱
皮
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
島
内
企
業
で
の
協
業
、
島
内
産

業
の
活
性
化
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第2回佐渡産業創造塾

市役所で行われた包括連携協定締結式の様子。協定書にサイン
し、握手を交わす谷崎相模女子大学学長（右）と髙野市長。

包括連携協定締結後に開催された記念シンポジウムの
様子。

※「島の応援団」推進事業とは？
　
市が抱える最重要課題のひとつであ
る「産業振興」「人口の拡大」を図
るために、市とともに意欲のある企
業などが共同・連携して解決策の企
画・実証に取組みます。これまでの
成功事例を広め、地場産業・地域経
済などの活性化を促進します。

島
内
産
業
の
活
性
化
を

　「
佐
渡
産
業
創
造
塾
」

相
模
女
子
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
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